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九電グループ環境理念・環境方針 

 

 

【環境理念】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【環境方針】 
 

 

 

１ 環境保全に関わる法関連規制の遵守により，社会的責任を遂行し

ます。 

２ 循環型社会の形成を目指して，エネルギーや資源の有効利用，廃

棄物の再資源化により，環境負荷の低減に努めます。 

３ あらゆる環境課題に積極的に取り組み，継続的な環境活動を通し

て，広く社会に貢献します。 

４ 環境情報を積極的に公開し，社会とのコミュニケーションを図り

ます。 

九電グループは，エネルギー供給を中核とするすべての事業領域にお

いて，環境保全意識の重要性を認識し，豊かな社会とより良い地球環

境の実現を目指します。 
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九電グループ環境理念・環境方針に基づき，グループ一体となって環境経営に取り組む。 

１ 平成 16 年度環境活動の概要 

Ⅰ 地球環境問題に配慮した環境経営の更なる推進 

１ 法規制等の遵守 

(1) 法規制等に基づく環境負荷物質の適切な運用・管理 

(2) コンプライアンス経営強化のための法規制遵守の徹底 

 

２ 環境目標管理の充実 

(1) 確実な環境負荷データ把握の定着化 

(2) 自主・統一目標設定会社数拡大のための取り組みの展開 

(3) 各社設定目標の達成状況検証によるグループ統一目標達成率向上のための 

    諸施策検討 
 

３ 環境管理体制の構築 

(1) 各社における環境マネジメント体制の維持・強化 

ｏ 各社ＥＭＳの実効的運用の定着化への取り組みの展開 

ｏ 各社の実態に応じたＥＭＳレベル向上への取り組みの展開 

(2) 各種環境活動ガイドラインの活用による環境活動の展開 

ｏ 環境活動の推進及び法規制などへの適切な対応のための各社における各 

種指針等の策定 

(3) 環境会計の更なる推進 

ｏ 環境会計の更なる理解促進と環境コスト把握の更なる推進 

 

Ⅱ 循環型社会形成への取り組み 

１ リサイクルの推進 

(1) 機密文書，使用済み蛍光管のリサイクルへの取り組みの更なる推進 

(2) 古紙リサイクル率，再生紙使用率，産業廃棄物リサイクル率の向上を推進 

２ グリーン調達の推進 

(1) コスト同等品（汎用品）の原則購入の徹底 

(2) 汎用品以外についても，各社の実態に合う範囲でグリーン調達を拡大 
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Ⅲ 地域社会と協調した環境活動の展開 

１ ｢九州ふるさとの森づくり｣植林活動への参加 

 

２ 環境教育の実施 

  (1) 環境経営，環境活動に関する合同研修会の実施 

  (2) 環境関係の講演会開催 

  (3) 環境活動先進モデル企業の見学会実施 

 

 

Ⅳ 環境情報の積極的公開 

１ グループ会社間での環境情報の共有化の定着 

(1) 九電グループ情報ネットワークを活用した環境情報共有化による環境活動 

の定着，活性化 

 

２ グループにおける環境活動の情報公開の徹底 

(1) グループ取り組み実績の「環境アクションレポート」への掲載充実 
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２ 統一目標 

 

項目【目標】 取り組み内容 

機器点検時の規制対象

フロン回収実施率 

【100％】 

ｏ 機器点検時のフロン回収装置使用の徹底 

ＳＦ６ガス回収率 

【97％以上】 
ｏ 機器点検時のＳＦ６ガス回収装置使用の徹底 

オフィス電力使用量 

【前年度比 1％削減】 

ｏ 2003 年度実績を基準として，毎年度▲1％ 

ｏ 2005 年度までに 2002 年度の▲3％ 

古紙リサイクル率 

【100％】 
ｏ 古紙の分別収集を行い，全量のリサイクル処理を実施 

コピー用紙再生紙使用率 

【再生紙使用率100％】 
ｏ グリーン調達により，再生紙の 100％使用を推進 

トイレットペーパー 

再生紙使用率 

【再生紙使用率100％】 

ｏ グリーン調達により，再生紙の 100％使用を推進 

但し，実態により統一目標の設定が不可能な会社は，別途自主目標を設定し，その達成

に向けた取り組みを開始し，達成できた段階で統一目標に取り組む。 

 

 

以 上 


